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令 和 ２ 年 第 ４ 回 太 良 町 議 会 （ 定 例 会 第 ３ 回 ） 会 議 録 （ 第 １ 日 ）  

招集年月日    令 和 ２ 年 ９ 月 ７ 日 

招集の場所    太 良 町 議 会 議 場        

開閉会日時

及 び 宣 告 

開 会 令和２年９月７日  13時58分 議 長 坂 口 久 信 

散 会 令和２年９月７日  15時０分 議 長 坂 口 久 信 

応（不応） 

招議員及び 

出席並びに 

欠 席 議 員 

 

出席11名 

欠席０名 

議席 

番号 
氏   名 

出席等 

の 別 

議席 

番号 
氏   名 

出席等 

の 別 

１番 山 口 一 生 出 ７番 田 川   浩 出 

２番 西 田 辰 実 出 ８番 江 口 孝 二 出 

３番 松 崎   近 出 ９番 所 賀    出 

４番 坂 口 久 信 出 10番 川 下 武 則 出 

５番 待 永 るい子 出 11番 久 保 繁 幸 出 

６番 竹 下 泰 信 出    

会議録署名議員 １番 山口 一生 ２番 西田 辰実 ３番 松崎  近 

職務のため議場に 
 

出席した者の職氏名 

（事務局長） 
 
 今 田   徹 

（書記） 
 
 針 長 俊 英 

 

地方自治法 

第121条に 

より説明の 

た め 出 席 

し た 者 の 

職 氏 名 

町     長 永 淵 孝 幸 環境水道課長 浦 川 豊 喜 

副  町  長 毎 原 哲 也 農林水産課長 川 島 安 人 

教  育  長 松 尾 雅 晴 税 務 課 長 安 西   勉 

総 務 課 長 田 中 照 海 建 設 課 長 田 﨑 一 朗 

財 政 課 長 西 村 正 史 会 計 管 理 者 山 﨑 浩 二 

企画商工課長 西 村 芳 幸 学校教育課長 中 川 博 文 

町民福祉課長 津 岡 徳 康 社会教育課長 萩 原 昭 彦 

健康増進課長 野 田 初 美 太良病院事務長 井 田 光 寛 

代表監査委員 木 塚 賢 司   

議 事 日 程            別 紙 の と お り        

会議に付した事件            別 紙 の と お り 

会 議 の 経 過            別 紙 の と お り 
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令和２年９月７日（月）議事日程 

開 会（午後２時０分） 

 日程第１  会議録署名議員の指名について 

 日程第２  会期の決定について 

 日程第３  諸般の報告について 

 日程第４  議案一括上程 

        町長提案  報告第２号、報告第３号 

              議案第59号～議案第76号 

        町長の提案理由の説明 

 日程第５  決算審査特別委員会の設置及び付託並びに選任について 

 

      ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午後１時58分 開会 

○議長（坂口久信君） 

 皆さんこんにちは。 

 令和２年９月定例会の招集告示に基づき、応招出席のお知らせをいたしましたところ、議

員各位には公私とも大変御多用の中、御出席をいただき、厚くお礼を申し上げます。 

 ただいまの出席議員数は11人です。定足数に達しておりますので、議会は成立をいたしま

す。 

 ただいまから令和２年第４回太良町議会定例会第３回を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 議案集の２ページに議事日程表がございますので、御覧願います。 

 本日の議事を議事日程表のとおり進めます。 

      日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（坂口久信君） 

 日程第１．会議録署名議員の指名について、会議規則第121条の規定により本会期の署名

議員として１番山口君、２番西田君、３番松崎君、以上３君を指名いたします。 

      日程第２ 会期の決定について 

○議長（坂口久信君） 

 日程第２．会期の決定についてを議題といたします。 

 表紙の次、１ページを御覧願います。 

 本会期につきましては、去る９月２日、議会運営委員会を開催し、まとめたもので、本日

から９月18日までの12日間といたしております。これに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（坂口久信君） 

 異議なしと認めます。よって、会期は案どおり、本日から９月18日までの12日間と決定い

たしました。 

      日程第３ 諸般の報告について 

○議長（坂口久信君） 

 日程第３．諸般の報告について、議長より報告をいたします。 

 会議規則第123条の規定により、６月定例会から今定例会までに派遣した議員については、

議案集４ページの報告のとおりでございます。 

 次に、監査委員より６月定例会から今定例会までに実施された例月出納検査、随時監査等

の監査結果報告がなされております。お手元に報告書の写しを配付しておりますので、後ほ

ど御覧ください。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

      日程第４ 議案一括上程 

○議長（坂口久信君） 

 日程第４．議案の一括上程。 

 町長提案の報告第２号及び報告第３号、議案第59号から議案第76号までを一括上程いたし

ます。 

 町長の提案理由の説明を求めます。 

○町長（永淵孝幸君） 

 こんにちは。 

 今議会は、台風10号の影響で午後の開会となりました。 

 令和２年第４回太良町議会第３回定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれま

しては御健勝にて御出席を賜り、ありがとうございます。 

 それでは、報告第２号から順を追って提案理由を説明させていただきます。 

 報告第２号は、平成31年度太良町一般会計継続費精算報告書についてであります。 

 今回の報告は、平成30年度に継続費として議決をいただき、平成31年度までの２か年にわ

たり実施いたしました町勢要覧作成業務委託料及び第５次太良町総合計画策定業務委託料が

完了いたしましたので、地方自治法施行令第145条第２項の規定に基づき報告いたします。 

 精算報告書を御覧ください。 

 町勢要覧作成業務委託料は、全体計画事業費604万8,000円で、実績額も同額となっており

ます。第５次太良町総合計画策定業務委託料は、全体計画事業費993万7,000円、実績額

993万6,000円で、差し引き1,000円の残となっております。 

 なお、各年度の年割り額と支出済額の差につきましては、平成30年度から31年度へ逓次繰

越しを行っているものであります。 
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 次に、報告第３号は、平成31年度太良町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いてであります。 

 財政の状況を見極める実質赤字比率などの４つの指標並びに公営企業の資金不足比率につ

いて、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定に基

づき報告いたします。 

 健全化判断比率を御覧ください。 

 実質赤字比率、連結実質赤字比率及び将来負担比率は黒字となっているため、算定なしと

いうことでございます。 

 実質公債費比率は4.2％と、いずれも早期健全化の基準あるいは財政再生の基準を下回っ

ております。 

 また、次の公営企業会計に係る資金不足比率につきましても、全て黒字であったため算定

なしとなり、昨年同様に、本町は法に基づく健全化の判断基準で申しますと、財政は比較的

健全な自治体ということになっております。 

 次に、議案第59号は、専決処分事項の承認を求めることについてであります。 

 令和２年度太良町一般会計補正予算（第６号）は、７月豪雨により被災した農地や道路、

漁港施設等の災害復旧や、漂着ごみの処理及び新型コロナウイルス感染症に対する緊急経済

対策の第三弾として実施する農業漁業者事業継続支援金並びに特産品等展示販売飲食施設休

業支援金等に係る歳入予算額及び歳出予算額の補正について、去る７月７日付で地方自治法

第179条第１項の規定に基づき本会計の補正予算を専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、議会の承認を求めるものであります。 

 それでは、11ページを御覧ください。 

 塵芥処理費の5,555万1,000円は、７月豪雨により発生した災害廃棄物の処理に係る予算で、

仮置場の設置、運営、搬入された廃棄物の処理等、その関連する経費について補正するもの

であります。 

 次のページを御覧ください。 

 農業総務費6,620万円及び水産業総務費2,710万円は、町内で農業や漁業を営んでいる事業

者の方を対象に、農業漁業者事業継続支援金として１事業者当たり15万円を給付するもので、

その関連する経費についてそれぞれ計上しております。 

 13ページを御覧ください。 

 商工業振興費の特産品等展示販売飲食施設休業支援金750万円は、佐賀県からの休業要請

により臨時休業となった道の駅のたらふく館や漁師の館への出品、または納入されている町

内事業者への経済的支援を目的として、１事業者当たり３万円を給付するものであります。 

 次に、14ページから15ページにかけての災害復旧費については、先ほどの説明と重複いた

しますが、７月豪雨により被災した農地や道路、漁港施設等の緊急的な災害復旧に要する経
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費として計上しております。 

 次に、歳入について御説明いたします。 

 ８ページを御覧ください。 

 分担金及び負担金並びに国庫支出金、また次のページの県支出金、及び10ページの町債の

補正は、今回の歳出事業費の特定財源として計上しております。 

 なお、９ページの基金繰入金の補正は、財源調整によるものであります。 

 今回の専決については、被災に対する生活基盤の復旧に急を要し、また新型コロナウイル

ス感染症対策として早期に施行する必要があったため専決処分したもので、歳入歳出それぞ

れ２億3,259万4,000円を追加し、補正後の予算総額を92億197万6,000円といたしております。 

 次に、議案第60号は、専決処分事項の承認を求めることについてであります。 

 令和２年度太良町簡易水道特別会計補正予算（第２号）は、７月豪雨により被災した水道

施設の復旧に係る歳出予算額の補正について、去る７月７日付で地方自治法第179条第１項

の規定に基づき本会計の補正予算を専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告

し、議会の承認を求めるものであります。 

 ４ページを御覧ください。 

 歳出の管理費50万3,000円の増額は、下中山地区飲料水供給施設の導水管が被害を受け、

配水池への水の供給ができなくなったため、水の運搬に係る車両等の借り上げ料について補

正するものであります。 

 なお、財源につきましては、予備費で調整しております。 

 次に、議案第61号は、太良町災害見舞金支給条例の制定についてであります。 

 本案は、令和２年７月豪雨災害を契機として、被災した住民の経済的、精神的痛手を軽減

し、自立更生を助長することを目的に制定するものであります。火災、風水害など、不慮の

災害に対して、その被害の大きさに応じて見舞金を支給することとしております。 

 なお、本条例の適用期日は、令和２年４月１日といたしております。 

 次に、議案第62号は、太良町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてで

あります。 

 改正の主な内容は、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が著しく減少した被保険

者に対して、保険税の減免を行うに当たり、減免申請書の提出期限の特例規定を新たに追加

するため提案するものであります。 

 次に、議案第63号は、平成31年度太良町一般会計歳入歳出決算の認定についてであります。 

 平成31年度の決算状況につきましては、決算書の203ページ、実質収支に関する調書を御

覧ください。 

 平成31年度の歳入歳出決算額は、歳入総額70億8,654万7,000円、歳出総額69億2,405万

7,000円、歳入歳出差引き額１億6,249万円となっております。この差引き額につきましては、
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翌年度への繰越明許費繰越額として4,297万6,000円を繰り越しし、財政調整基金積立金に

6,000万円、残りの5,951万4,000円を翌年度繰越金として財政措置をいたしております。 

 次に財産関係について御説明いたします。 

 284ページを御覧ください。 

 平成31年度末の土地及び建物で、土地の面積は1,629万4,006平方メートル、建物の延べ面

積は６万3,097平方メートルとなっております。 

 出資金につきましては、286ページを御覧ください。 

 平成31年度末の出資による権利の現在高は、6,427万5,000円となっております。 

 有価証券につきましては、平成31年度末で５万円となっております。 

 物品につきましては、287ページから291ページに記載しておりますので、後ほど御覧いた

だきたいと思います。 

 基金につきましては、292ページを御覧ください。 

 平成31年度末の基金積立金の状況は、一般会計で66億5,436万3,000円、特別会計では国民

健康保険給付費基金が7,592万円、簡易水道事業基金が5,803万8,000円、一般会計と特別会

計の合計では67億8,832万1,000円となっております。 

 定額運用基金の運用状況につきましては、293ページを御覧ください。 

 平成31年度末の基金運用状況ですが、育英資金貸付基金の総額は9,603万9,931円で、うち

1,090万5,000円が貸付けとなっております。 

 印紙類購入基金の総額は300万円で、うち207万1,410円を佐賀県証紙として保管しており

ます。 

 肉用牛飼育事業基金の総額は１億1,944万6,752円で、うち1,704万3,912円を肉牛として貸

し付けております。 

 平成31年度一般会計決算につきましては、以上であります。 

 次に、議案第64号は、平成31年度太良町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてであります。 

 平成31年度の決算の概要につきましては、決算書の218ページを御覧ください。 

 歳入総額１億3,047万2,000円、歳出総額１億2,948万1,000円、歳入歳出差引き額99万

1,000円となっております。この差引き額につきましては、翌年度繰越金として財政措置を

いたしております。 

 次に、議案第65号は、平成31年度太良町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

てであります。 

 平成31年度の決算の概要につきましては、決算書の253ページを御覧ください。 

 歳入総額14億7,691万7,000円、歳出総額13億3,204万8,000円、歳入歳出差引き額１億

4,486万9,000円となっております。この差引き額につきましては、国民健康保険給付費基金
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に7,250万円、残りの7,236万9,000円を翌年度繰越金として財政措置をいたしております。 

 次に、議案第66号は、平成31年度太良町漁業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定につい

てであります。 

 平成31年度の決算の概要につきましては、決算書の266ページを御覧ください。 

 歳入総額6,054万6,000円、歳出総額5,561万1,000円、歳入歳出差引き額493万5,000円とな

っております。この差引き額につきましては、翌年度繰越金として財政措置をいたしており

ます。 

 次に、議案第67号は、平成31年度太良町簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定についてで

あります。 

 平成31年度の決算の概要につきましては、決算書の283ページを御覧ください。 

 歳入総額8,713万8,000円、歳出総額7,797万5,000円、歳入歳出差引き額916万3,000円とな

っております。この差引き額につきましては、基金積立金に460万円、残り456万3,000円を

翌年度繰越金として財政措置いたしております。 

 次に、議案第68号は、平成31年度太良町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につい

てであります。 

 平成31年度の剰余金の処分につきましては、決算書の５ページを御覧ください。 

 当年度未処分利益剰余金１億6,416万2,394円のうち50万円を減債積立金に積立て、残金を

翌年度に繰り越すものであります。 

 平成31年度の決算の概要につきましては、１ページを御覧ください。 

 収益的収入及び支出につきましては、事業収益5,600万1,544円、事業費4,648万570円、差

し引き952万974円となっております。 

 資本的収入及び支出につきましては、２ページを御覧ください。 

 資本的収入０円、資本的支出1,605万6,146円で、資本的収入が資本的支出に対して不足す

る額1,605万6,146円につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過

年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金で補填しております。 

 次に、議案第69号は、平成31年度町立太良病院事業会計剰余金の処分及び決算の認定につ

いてであります。 

 平成31年度の剰余金の処分につきましては、決算書の６ページを御覧ください。 

 平成31年度の純利益１億5,197万621円は、未処理欠損金１億4,043万1,047円に充当し、残

金1,153万9,574円を未処分利益剰余金とするものでございます。 

 ７ページを御覧ください。当年度未処分利益剰余金、1,153万9,574円を減債積立金に積み

立てるものでございます。 

 平成31年度の決算の概要につきましては、１ページを御覧ください。 

 まず、収入につきましては、第１款．病院事業収益が12億1,462万4,719円、第２款．訪問
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看護ステーション事業収益が3,447万6,502円、第３款．居宅介護支援事業収益が1,550万

5,410円、第４款．通所リハビリテーション事業収益が4,131万8,499円で、収入合計13億

592万5,130円となっております。 

 次に、支出につきましては２ページを御覧ください。 

 第１款．病院事業費用が10億7,749万2,699円、第２款．訪問看護ステーション事業費用が

3,166万7,378円、第３款．居宅介護支援事業費用が1,208万4,685円、第４款．通所リハビリ

テーション事業費用が3,270万9,747円で、支出合計11億5,395万4,509円となっております。

差し引き１億5,197万621円の利益計上となりました。 

 次に、資本的収入及び支出でありますが、３ページを御覧ください。 

 まず、支出のほうから申し上げます。 

 第１款．資本的支出の第１項建設改良費は、総額1,070万7,993円を執行しております。 

 次に第２項企業債償還金として、6,255万9,132円を支払っております。 

 これらに対する財源といたしましては、収入の第１款．資本的収入の第１項一般会計から

の出資金4,705万9,000円を充当し、不足分の2,620万8,125円につきましては、過年度分損益

勘定留保資金で補填をしております。 

 次に、議案第70号は、令和２年度太良町一般会計補正予算（第７号）についてであります。 

 今回の補正予算では、歳入歳出それぞれ２億3,153万5,000円を追加し、補正後の予算総額

を94億3,351万1,000円とするものであります。 

 それでは、歳出の主なものから御説明いたします。 

 補正予算書の18ページを御覧ください。 

 下水道等事業基金費の基金積立金493万6,000円は、漁業集落排水特別会計の平成31年度決

算に伴う剰余金を積み立て、また山林育成基金費の基金積立金1,953万円は、平成31年度に

おける町有林間伐材売払収入分を積み立てるものであります。 

 20ページを御覧ください。 

 社会福祉総務費の災害見舞金150万円は、豪雨等により被害を受けた町民の方に対して、

自立更生の助長を目的として支給するもので、その内容については、全壊、全焼で１件当た

り10万円に世帯員１名当たり１万円を加算いたします。半壊、半焼は、全壊等のそれぞれ半

額、また準半壊、床上浸水については１件当たり２万円、床下浸水は１件当たり１万円とし

ております。 

 心身障害者福祉総務費の国庫支出金精算返納金377万5,000円及び県支出金精算返納金

193万5,000円は、障害者自立支援給付費国庫負担金、同じく県費負担金など、障害者支援に

係る各事業に対する平成31年度の額の確定に伴う精算返納金であります。 

 22ページを御覧ください。 

 環境衛生費の簡易水道特別会計繰出金1,300万円は、７月の豪雨により被災した竹崎地区
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配水管のり面の保護工事に係る一般会計からの繰出金であります。 

 24ページを御覧ください。 

 農地費の重機借り上げ料150万円及び維持補修用材料150万円は、ともに７月豪雨による農

道等の災害に対応するもので、当初確認時の見込みを超える被災箇所が確認されたため、そ

れぞれ増額するものであります。 

 25ページを御覧ください。 

 漁港建設費の海岸漂着物等地域対策推進事業委託料497万2,000円は、７月豪雨により発生

した漂着ごみを現在の仮置場から最終処分場へ搬送するための経費で、総量は400立方メー

トルを見込んでおります。 

 27ページを御覧ください。 

 住宅管理費の畑田団地駐車場整備事業318万円は、不足する駐車場の確保を目的として敷

地内の幼児遊園を廃止し、駐車場として利用するもので、８台の駐車スペースを想定してお

ります。 

 住宅建設費の亀ノ浦地区定住促進住宅整備事業1,600万円は、団地内道路の整備及び外構

整備に係る経費であります。 

 29ページを御覧ください。 

 小学校費の教育振興費、及び次のページの中学校費、教育振興費の公立学校情報通信ネッ

トワーク環境施設整備事業委託料並びに各高度情報教育用備品の計上は、国が推進するＧＩ

ＧＡスクール構想に沿ったものであります。公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事

業委託料については、各小・中学校の校内ＬＡＮ整備及び充電収納庫の整備を、各高度情報

教育用備品については各校１人当たり１台端末の実現に向け、学習用パソコン端末を整備す

るものであります。 

 なお、学習用パソコン端末については、小学校で304台、中学校で146台を見込んでおりま

す。 

 32ページを御覧ください。 

 道路橋梁等災害復旧費の補正は、７月豪雨で被災した河川や町道等の災害に対応するもの

であります。 

 道路橋梁等災害調査設計委託料500万円は、河川の災害調査、設計に係る経費で、多良川

ほか３河川、９か所を予定しております。 

 重機借り上げ料500万円は、当初確認時の見込みを超える被災箇所が確認されたため、増

額するものであります。 

 道路橋梁等災害復旧事業6,000万円は、町道の災害復旧に係る経費で、災害査定に申請予

定の20か所分について計上しております。 

 また、各歳出予算に計上しております人件費の補正は、災害対応に伴う時間外手当の増額
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及び令和２年度における支給額の決定による勤勉手当の減額等であります。 

 次に、歳入について御説明いたします。 

 12ページを御覧ください。 

 地方特例交付金及び普通交付税の補正は、それぞれ額の決定によるものであります。 

 12ページから14ページにかけての国庫支出金並びに県支出金の補正は、歳出事業費の特定

財源として計上しております。 

 また、14ページの特別会計繰入金、及び次のページの繰越金の補正は、平成31年度の決算

剰余金の財政措置に伴う増額であります。 

 再度、15ページを御覧ください。 

 基金繰入金については、今回の補正に係る財源調整や、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金の計上に伴うふるさと応援寄附金基金繰入金の財源組替えを行っておりま

す。 

 16ページを御覧ください。 

 町債の補正は、亀ノ浦地区定住促進住宅整備事業や、公立学校情報通信ネットワーク環境

施設整備事業委託料及び町道の災害復旧費に対する財源として計上しております。 

 また、臨時財政対策債の補正は、額の決定によるものであります。 

 一般会計につきましては、以上であります。 

 次に、議案第71号は、令和２年度太良町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につ

いてであります。 

 ６ページを御覧ください。 

 歳入の繰越金99万1,000円は、前年度の決算剰余金を繰り越すものであります。 

 ７ページを御覧ください。 

 歳出の一般会計繰出金99万1,000円は、前年度の決算剰余金を一般会計へ繰り出しするも

のであります。 

 次に、議案第72号は、令和２年度太良町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につい

てであります。 

 ６ページを御覧ください。 

 歳入の繰越金7,236万8,000円は、前年度の決算剰余金を繰り越すものであります。 

 ７ページを御覧ください。 

 歳出の一般会計繰出金145万8,000円は、前年度の事務費繰入金の額の確定に伴う返納金で

あります。繰越金残額の7,091万円につきましては、予備費に計上いたしております。 

 次に、議案第73号は、令和２年度太良町漁業集落排水特別会計補正予算（第２号）につい

てであります。 

 ６ページを御覧ください。 
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 歳入の繰越金493万5,000円の増額は、前年度繰越金の確定に伴うものであります。 

 ７ページを御覧ください。 

 歳出の一般管理費488万9,000円の増額は、令和２年度における支給額の決定による勤勉手

当３万9,000円の減額及び共済組合負担金7,000円の減額、前年度繰越金の確定に伴う一般会

計への繰出金として、493万5,000円の増額であります。 

 なお、財源につきましては、予備費で調整しております。 

 次に、議案第74号は、令和２年度太良町簡易水道特別会計補正予算（第３号）についてで

あります。 

 ６ページを御覧ください。 

 歳入の前年度繰越金20万2,000円の増額は、前年度繰越金の確定に伴うものであります。 

 他会計繰入金1,300万円の増額は、竹崎地区配水管保護工事に係る一般会計からの繰入金

であります。 

 ７ページを御覧ください。 

 総務費の52万5,000円の減額は、令和２年度における支給額の決定による期末手当、勤勉

手当及び共済組合負担金の減額であります。 

 建設事業費の1,439万円の増額は、早急に施設整備を行う必要が生じたため、工事請負費

を増額するものであります。 

 なお、財源につきましては、一般会計繰入金及び予備費で調整しております。 

 次に、議案第75号は、令和２年度太良町水道事業会計補正予算（第２号）についてであり

ます。 

 ４ページを御覧ください。 

 収益的支出の配水及び給水費142万円の減額は、令和２年度における支給額の決定による

勤勉手当６万5,000円の減額及び職員共済費１万3,000円の減額と、管路情報システム更新業

務委託料の予算組み替えによる134万2,000円の減額であります。 

 総係費の８万7,000円の減額は、令和２年度における支給額の決定による勤勉手当７万

3,000円の減額及び職員共済費１万4,000円の減額であります。 

 ６ページを御覧ください。 

 資本的支出の水道事業改良費134万2,000円の増額は、管路情報システム更新業務委託料の

予算組み替えによる増額であります。 

 なお、収益的支出の財源につきましては、予備費で調整しております。 

 次に、議案第76号は、令和２年度町立太良病院事業会計補正予算（第２号）についてであ

ります。 

 ２ページを御覧ください。 

 病院事業費用の医業費用、給与費、1,251万円の増額は、内科医師の採用に係る給与費増
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であります。医業収益の入院収益、1,251万円の増額は、採用に伴う収益増を見込んでおり

ます。 

 以上であります。 

○議長（坂口久信君） 

 町長の提案理由の説明は終わりました。 

 引き続き、議案第63号から議案第69号までは、平成31年度会計の決算認定について提出を

されております。つきましては、木塚代表監査委員に決算審査の過程及び結果についての報

告を求めます。 

○代表監査委員（木塚賢司君） 

 皆さん、こんにちは。 

 町長より審査に付されました平成31年度の太良町水道事業会計及び町立太良病院事業会計

を令和２年６月26日に、太良町一般会計、特別会計並びに定額運用基金の運用状況を令和２

年７月１日から６日まで審査いたしましたので、監査委員を代表し、その概要を申し上げま

す。 

 詳細につきましては、待永監査委員と合議により審査意見を集約し、配付しております決

算審査意見書のとおりではありますが、要点について申し上げます。 

 なお、審査意見書は1,000円単位となっておりますので、決算書とは若干数値が異なると

ころがございますが、御了承願います。 

 まず、一般会計と特別会計につきましては、審査に付されました太良町各会計の決算書類

が関係法令に沿って作成され、太良町の財政状態を適正に表示しているか、各事業が福祉の

増進また経済性を発揮されたかを検証するため、会計帳簿等の照合を行うとともに、関係職

員からの事情聴取による審査、例月出納検査等の資料に基づき審査を実施しました。 

 審査の結果、各会計の歳入歳出決算書等は関係法令に準拠して作成され、その数値は関係

帳票等と符合しており、決算書におきましては適正に表示されていることを認めます。 

 予算の執行については、目的に沿って執行されており、12の積立基金についても適正に運

用され、また定額運用基金の運用状況につきましても、決算書記載のとおりであることを認

めました。 

 一般会計決算は、歳入総額70億8,654万7,000円、歳出総額69億2,405万7,000円、また特別

会計決算は歳入総額17億5,507万3,000円、歳出総額15億9,511万5,000円となっており、本年

度の一般会計、特別会計では歳入総額88億4,162万円、歳出総額85億1,917万2,000円となり、

３億2,244万8,000円の黒字となっております。 

 また、一般会計の町税収納状況を見ると、調定額７億6,626万4,000円に対し、収入未済額

は1,045万円となっており、収入未済額は対前年度比で3.8％減少し、改善がなされていまし

た。 
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 また、寄附金については、ふるさと応援寄附金の増加により、対前年度比で22.3％の大幅

な増となっており、さらなる事業の推進が図られていました。 

 そのほか、各特別会計におきましても、適正に執行されていました。 

 続きまして、定額運用基金の運用状況についてでありますが、育英資金貸付基金、肉用牛

飼育事業基金、印紙類購入基金の３つの基金は、それぞれ目的に沿った運用がなされていま

した。 

 次に、水道事業会計及び町立太良病院事業会計において審査に付されました決算書類等に

ついて、地方公営企業法など、関係法令に沿って作成され、当事業の財政状況を適正に表示

しているか、また経済性を発揮されたかを検証するため、会計帳票との照合を実施、また関

係職員からの事情説明、併せて例月出納検査等の資料も参考に審査を実施しました。 

 審査の結果、当年度の経営状況及び財政状況につきましては、両会計とも適正に表示され

ていました。 

 水道事業会計の経営成績を示す損益計算書を見ますと、総収益5,161万8,000円、対前年度

比24万6,000円の減、総費用4,295万3,000円、対前年度比123万3,000円の減となり、866万

5,000円の黒字計上となっております。 

 今後も給水人口は年々減少していくと推察される中、継続的な施設整備は水道事業にとっ

て必要不可欠なものであります。今後とも中・長期的な運営計画のもと、経営の効率化を図

っていただくようお願いいたします。 

 次に、病院事業会計においては、収入合計額13億592万5,000円、支出合計額11億5,395万

5,000円で、差引き額１億5,197万1,000円の黒字でありました。平成31年度は、診療報酬の

改定はなかったものの、入院利用率の大幅増や、地域包括ケア病床の利用率増加等により、

収入増となっています。地域包括ケアシステムについては、事業所連携のもと、町民公開講

座や活動報告会の開催、また先進地視察研修等により着実な推進が図られていました。 

 今後も、地域医療の中心的役割を担う病院としての事業展開を期待しています。 

 次に、平成31年度太良町健全化判断比率及び資金不足比率の審査につきましては、いずれ

も適正基準指標となっており、健全な運営をされていることを認めます。 

 最後に、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、国内はもとより、町内でも景気の悪化が

懸念される中、町税やふるさと応援寄附金をはじめとした自主財源の確保に努めるとともに、

資金の運用等についても検討を図られるようお願いいたします。 

 以上で平成31年度太良町各会計及び企業会計の審査意見についての概要説明を終わります。 

○議長（坂口久信君） 

 以上で代表監査委員の報告は終わりました。 

      日程第５ 決算審査特別委員会の設置及び付託並びに選任について 

○議長（坂口久信君） 
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 日程第５．決算審査特別委員会の設置及び付託並びに選任についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。先ほど町長から提出されました議案第63号 太良町一般会計歳入歳出

決算の認定から議案第69号 町立太良病院事業会計剰余金の処分及び決算の認定についてま

での７議案につきましては、監査委員を除く10名の議員で構成する決算審査特別委員会を設

置し、これに付託の上、開会中に審査したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂口久信君） 

 異議なしと認めます。よって、議案第63号から議案第69号までの決算の認定につきまして

は、決算審査特別委員会に付託し、開会中に審査することに決定いたしました。 

 重ねてお諮りいたします。ただいま決定されました決算審査特別委員会の委員につきまし

ては、委員会条例第６条第３項及び第４項の規定により、１番山口君、２番西田君、３番松

崎君、４番坂口、６番竹下君、７番田川君、８番江口君、９番所賀君、10番川下君、11番久

保君、以上10名を指名したいと思います。これに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂口久信君） 

 異議なしと認めます。よって、ただいま指名をいたしました以上の諸君を決算審査特別委

員会委員に選任することに決定いたしました。 

 暫時休憩をいたします。 

午後２時50分 休憩 

午後３時   再開 

○議長（坂口久信君） 

 それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 休憩中に決算審査特別委員会において、委員長及び副委員長の互選が行われ、その結果、

委員長に川下君、副委員長に所賀君が互選されました旨を報告いたします。 

 以上、報告を終わります。 

 これをもちまして本日の議事日程を終了いたしましたので、これにて散会をいたします。 

午後３時 散会 
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 以上の会議の次第は、職員の記載したものであるが、その内容の正確であることを証する

ためここに署名する。 

   令和  年  月  日 

 

              議  長   坂 口 久 信 

 

              署名議員   山 口 一 生 

 

              署名議員   西 田 辰 実 

 

              署名議員   松 崎   近 

 

 


